
新たにお目見えした瀬戸屋敷庭園

議会だより

・３月定例会議で議案・予算審議
　サスティナブル予算～いのちを守り確かな未来へ～	２～７

・町政を問う！一般質問に10名が登壇	 ８～13

・随時会議で議案審議・委員会報告
・議会報告会（意見交換会）・議会の動き	13～15

３月定例会議
№205
令和３年５月１日発行

議会のＨＰはこちら

からご覧ください。



令和３年度会計別予算額

会　　計　　名 本年度
予算額

前年度
予算額 比　　較

一 般 会 計 6,238,000 6,088,000 150,000

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1,562,884 1,574,849 △ 11,965
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 1,170,625 1,148,567 22,058
給 食 事 業 特 別 会 計 99,143 99,450 △ 307
後期高齢者医療事業特別会計 246,240 238,519 7,721
駅前通り線周辺地区土地区画
整 理 事 業 特 別 会 計 232,000 - 232,000

会 
計
企 

業
水 道 事 業 会 計 496,164 551,987 △ 55,823
下水道事業会計 780,646 850,088 △ 69,442

合　　　計 10,825,702 10,551,460 274,242

【単位：千円】

　３月定例会議で町長から令和３年度予算の趣旨説明を受けました。
　予算特別委員会で審議し可決した主な事業は２～３ページ、質疑の内
容は４～５ページに掲載しております。

62億3,800万円

３
月
定
例
会
議

「サスティナブル予算

　　　～いのちを守り確かな未来へ～」

令和３年度一般会計予算

　良好な市街地の形成及びインフラ整備による
都市機能の強化を図るため、駅前通り線周辺地
区土地区画整理事業の着実な事業推進を図りま
す。令和３年度から事業が本格化するため、特
別会計を設けて事業を進めます。

令和３年度

主要事業を

ピック
アップ

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止
し、町民の生命及び健康を守るため、ワクチン
の供給が可能になった場合には、速やかに住民
に対する予防接種を行います。

　文命中学校は、２か年かけて大規模改修工事
を行い、校舎の長寿命化を図るとともに、安全
性、利便性、衛生性の向上を図ります。令和３
年度は主に、屋上の防水及び外壁の塗装工事を
行います。

　地球温暖化対策の推進及び大気汚染防止を目

的に、環境への負荷の低い電気自動車等の普及

を図ります。既存のゼロエネルギーハウス等補

助にEVやV2H※ 購入の補助を追加した、「ゼロ

カーボンシティ創生補助制度」を創設します。
※車から家庭へ給電を行う機器　

　健康増進事業として、運動習慣の定着と社会
参加の楽しさを伝えるため、近隣温泉施設を利
用した運動教室を年６回開催します。
　食育推進事業として、小学５・６年生を対象
に手軽でおいしく食べられる朝食レシピコンテ
ストを実施し、朝食欠食の改善を図ります。

　近年の大規模な地震や頻発化・激甚化する風
水害に対し、洪水ハザードマップや本町の地
形・災害特性や過去の災害履歴、富士山火山対
策等を踏まえ、全面的に改定します。

　共働き世帯の増加などによる学童保育施設の
さらなる需要に対応するため、開成南小学校区
の２つの学童保育所を統合し、開成南小学校敷
地内に学童保育施設を建設します。

駅前通り線事業本格化

新型コロナワクチン接種事業

新規

文命中学校の改修工事

継続

ゼロカーボンシティへ

新規

新規

学童保育施設を建設

新規

地域防災計画等の改定

新規
R2からの
延期事業

健康増進・食育推進

見 本

２億269万8千円

１億884万
３千円

１億6,388万
９千円

702万円

689万７千円 １億22万５千円

132万７千円
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問  

国
の
大
き
な
柱
に
沿
っ
た
予

算
編
成
と
感
じ
る
が
、
グ
リ
ー
ン

と
デ
ジ
タ
ル
を
推
進
す
る
に
あ
た

り
、開
成
町
と
し
て
Ｚ
Ｅ
Ｂ（
ネ
ッ

ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）

庁
舎
を
含
め
、
思
い
入
れ
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。

答  
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
と

い
う
こ
と
で
、
環
境
に
優
し
い
町

を
推
進
す
る
た
め
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
補
助
金
を
創
設
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
に
関
し
て
は
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

町
民
の
皆

さ
ん
の
利

便
性
向
上

を
加
速
さ

せ
て
い
く

考
え
で
あ

る
。

問  

ラ
イ
ブ
映
像
で
、
災
害
時
に

対
策
本
部
の
モ
ニ
タ
ー
で
遠
隔
操

作
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
の
か
。

答  
職
員
が
現
場
に
出
向
い
た
際

に
、
河
川
の
水
位
や
水
路
の
状
況

を
撮
影
し
た
画
像
を
災
害
対
策
本

部
の
モ
ニ
タ
ー
で
監
視
、
共
有
で

き
る
も
の
を
想
定
し
て
い
る
。

問  
開
成
駅
前
連
絡
所
を
、
引
き

続
き
駅
前
交
番
と
な
る
よ
う
県
へ

要
望
し
て
い
く
と
あ
る
が
、
交
番

設
置
の
見
通
し
は
。

答  
県
の
方
針
と
し
て
交
番
を
減

ら
し
て
い
く
と
い
う
方
向
性
が
出

て
い
る
。こ
う
し
た
状
況
下
で
は
、

新
規
に
交
番
を
設
置
す
る
と
い
う

の
は
大
変
厳
し
い
が
、
粘
り
強
く

要
望
し
て
い
く
。

町長提案趣旨説明
及び

予算特別委員会
での質疑

新年度予算のここが聞きたい！！

　

当
初
予
算
の
審
議
は
、
町
長
の
当
初
予

算
提
案
趣
旨
説
明
に
は
じ
ま
り
、
議
長
を

除
く
11
人
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会

で
集
中
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
別
委

員
会
は
、
特
定
の
案
件
に
つ
い
て
審
議
や

調
査
を
す
る
た
め
に
、
議
会
の
議
決
に
基

づ
い
て
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。

問  
新
た
に
育
児
や
仕
事
に

忙
し
い
保
護
者
を
サ
ポ
ー
ト

し
子
育
て
中
の
不
安
を
解
消

す
る
た
め
に
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
は
別
に
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
開
設
す
る
必
要
性

は
あ
る
の
か
。

答  
現
在
は
子
育
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
発
行
し
て
い
る

が
、
内
容
の
更
新
な
ど
即
応

性
が
不
足
し
て
お
り
、
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
又
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
住
民
と
協
働
し

た
中
で
検
討
し
、
必
要
な
内

容
を
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
発

信
し
て
い
く
。

問  
開
成
町
と
し
て
独
自
情

報
を
盛
り
込
ん
だ
参
加
型
あ

る
い
は
双
方
向
型
と
い
う
形

で
の
構
築
を
望
む
が
。

答  
年
齢
や
子
ど
も
の
成
長

ご
と
の
ペ
ー
ジ
や
、
年
代
ご

と
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
ま
と
め

る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
る
。
今
後
の
検
討
で
双

方
向
型
、
住
民
参
加
型
に
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
く
。

問  
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
が
１

年
ず
れ
込
ん
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
改

修
す
る
の
か
詳
細
な
内
容
を
問
う
。

答  

３
階
の
視
聴
覚
室
は
、
学
習
室

に
改
修
予
定
で
あ
っ
た
が
、
キ
ッ
ズ

コ
ー
ナ
ー
と
し
、
２
階
の
元
の
教
育

委
員
会
事
務
室
と
教
育
長
室
は
一
部

屋
に
し
、
元
福
祉
課
事
務
室
と
併
せ

て
、
協
働
ス
ペ
ー
ス
に
改
装
す
る
。

１
階
に
つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

機
能
を
取
り
戻
す
た
め
の
改
修
工
事

を
行
う
。

問  
学
習
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
る
と
保

護
者
た
ち
も
期
待
し
て
い
た
。再
度
、

学
習
ス
ペ
ー
ス
の
必
要
性
を
検
討
す

る
余
地
は
あ
る
の
か
。

答  

改
修
工
事
が
終
わ
っ
た
後
の
運

用
で
、
学
習
室
と

し
て
活
用
す
る
こ

と
や
受
験
期
に
場

所
を
提
供
す
る
こ

と
な
ど
、
様
々
な

対
応
が
考
え
ら
れ

る
。

問  
職
員
の
た
め
に
「
資

格
取
得
奨
励
金
制
度
」
を

創
設
す
る
と
あ
る
が
、
職

員
に
何
を
期
待
し
進
め
て

い
く
の
か
。

答  
新
庁
舎
の
開
庁
に
あ

た
り
、
接
遇
研
修
を
重
点

的
に
行
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
し
て
き

た
。
ま
た
、
職
員
に
は
異

動
先
調
査
を
含
め
て
意
向

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
資
格
を
と
り
、
今

の
職
場
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
職
員
が
目
に
と
ま
っ

た
。
や
る
気
の
あ
る
気
持

ち
を
大
切
に
し
、
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ

る
こ
と
で
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

問  
財
産
管
理
費
で
ド
ロ
ー

ン
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る

が
、
ド
ロ
ー
ン
に
は
様
々
な

種
類
が
あ
る
。
ど
の
程
度
の

も
の
を
購
入
し
、
ど
う
活
用

し
て
い
く
の
か
。

答  
ド
ロ
ー
ン
は
公
共
施
設

の
維
持
管
理
の
た
め
に
購
入

を
予
定
し
て
い
る
。
例
え
ば

屋
根
の
上
の
剥
が
れ
や
壁
の

剥
落
、
足
場
を
組
ま
な
け
れ

ば
見
え
な
い
と
こ
ろ
の
一
次

的
な
点
検
を
行
う
。

　

ま
た
、
災
害
時
で
の
活
用

な
ど
庁
内
で
ど
の
よ
う
に
活

用
で
き
る
か
、
課
を
越
え
て

議
論
し
な
が
ら
活
用
を
推
進

し
て
い
く
。

グ
リ
ー
ン
と
デ
ジ
タ
ル
の
推
進
は

風
水
害
対
策
の
強
化
策
は

開
成
駅
前
交
番
設
置
の

見
通
し
は

子
育
て
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設
の

必
要
性
は

町
民
セ
ン
タ
ー
の
改
修

内
容
は

効
率
的
な
自
治
体
経
営
を
進
め
る
ま
ち

へ
の
取
組
み
は

ド
ロ
ー
ン
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か

環境に配慮した電気自動車

議会に導入されたタブレット端末

開成駅西口にある開成駅前連絡所

目視が困難な壁面などの点検に
ドローンを活用

現在の町民センター２階の様子
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人 事 案 件
〇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

・
野
地　

真
由
美　

氏
（
吉
田
島
）

教
育
委
員
会
委
員
の
う
ち
１
人

の
任
期
が
令
和
３
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任

の
教
育
委
員
を
任
命
。

　
【
議
員
全
員
賛
成
で
同
意
】

〇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

・
下
澤　

順
子　

氏
（
中
之
名
）

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
１
人

の
任
期
が
令
和
３
年
６
月
30
日
を

も
っ
て
満
了
に
な
る
た
め
、
引
き

続
き
同
人
を
推
薦
。

【
議
員
全
員
異
議
な
し
で
議
決
】

提出 議決日 議　案　名 審議
結果

下
山
千
津
子

佐
々
木
昇

武
井
正
広

湯
川
洋
治

茅
沼
隆
文

星
野
洋
一

井
上
三
史

山
本
研
一

石
田
史
行

井
上
慎
司

前
田
せ
つ
よ

町長

３/４
教育委員会委員の任命について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
異議なし

として
議決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３/５

開成都市計画事業駅前通り線周辺地区土地区画整理事業施行条
例を制定することについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

開成町駅前通り線周辺地区土地区画整理事業特別会計条例を制
定することについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

開成町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改
正する条例を制定することについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町国民健康保険条例の一部を改正する条例を制定すること
について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を制定するこ
とについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町介護保険条例の一部を改正する条例を制定することについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準等を定める条例の一部を改正する条例を制定するこ
とについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例を制
定することについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営に関する基準
等を定める条例の一部を改正する条例を制定することについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準
等を定める条例の一部を改正する条例を制定することについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町営住宅条例の一部を改正する条例を制定することについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

足柄上地区介護認定審査会の共同設置に関する協議について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度開成町一般会計補正予算（第８号）について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和２年度開成町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）に
ついて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度開成町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）に
ついて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度開成町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２
号）について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度開成町下水道事業会計補正予算（第２号）について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３/12

令和３年度開成町一般会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度開成町国民健康保険特別会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度開成町介護保険事業特別会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度開成町給食事業特別会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度開成町後期高齢者医療事業特別会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和３年度開成町駅前通り線周辺地区土地区画整理事業特別会
計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

令和３年度開成町水道事業会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度開成町下水道事業会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年開成町議会３月定例会議議案審議結果

※吉田敏郎議長は採決に加わらない。　○は賛成した者　●は賛成しなかった者　「除」は除斥　「欠」は欠席

３
月
定
例
会
議

開成町議会

※本会議の詳細質疑は、議会のホームページに掲載しております。

令和３年度駅前通り線周辺地区土地区画

整理事業特別会計について討論が行われました

議会の討論ってどのようなもの？
　議会における討論とは、賛否両方の立場から相互にその主張を述べて、自己と反対の

意思を有する人を自らと同じ意見にさせることを目的としたものです。

　駅前通り線並びにその周辺整備事業は、将
来の本町にとって重要な基盤整備であるとい
う認識はしておりますが、町内の多くの町民
の皆さんはこの事業についてよく理解してい
ないのが現状だと考えていますし、事実その

ような声を聴いております。
　補助金を含めて、総額40億円にも上る事
業の割には町民の皆さんの理解が得られてい
ないということで反対といたします。

　人口が増加し、住んでよかった、住み続け
たい街である本町において開成駅が急行停車
駅となり、経済効果が図れる都市計画道路で
ある駅前通り線周辺地区土地区画整理事業が
本格化することとなりました。
　開成駅と南部地区を結ぶこの事業は全町民
の悲願といっても過言ではありません。
　事業の対象区域は、昭和５４年３月に告示
された「開成駅周辺地区土地区画整理事業」
面積62.4ヘクタールの区域の一部で、都市
計画決定がされ、市街化区域へ編入された区

域で、必ず事業を実施しなければならない区
域であります。
　地区内には、「都市計画道路駅前通り線」
と「都市計画道路中家下島線」の２本の都市
計画道路が含まれ、事業完了後には、近隣商
業地域として商業利用や高度利用が図れ、本
町の未来に絶大な経済効果があることは、火
を見るより明らかです。
　これらのことから、私は本予算への期待を
いたしまして賛成討論といたします。

湯川議員賛成討論

山本議員反対討論
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※ 質問者本人の原稿をもとに、広報分科会委員が会議録に基づき校正しています。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
取
組
み
に
制

限
も
あ
る
が
、
本
町
と
し
て
も
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
る
寄
附
額
が
年
々
伸
び
て
い
る
現

状
が
あ
り
、
今
後
、
こ
の
制
度
を
よ
り
充
実

さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
本
町
の
町
づ
く
り
に

共
感
を
呼
ぶ
よ
う
な
ふ
る
さ
と
納
税
を
導
入

す
る
必
要
が
あ
る
。

問  

取
組
み
を
進
め
る
中
で
の
課
題
は
。

答  

直
接
的
な
課
題
は
、
令
和
元
年
の
制
度

改
正
で
新
た
な
返
礼
品
の
拡
充
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
通
販
事

業
が
好
調
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
も
返
礼
品
目
当
て
で
寄
附
額
が
伸
び
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
、
本
町

を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
い
か

に
認
識
し
て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
も
課
題

と
捉
え
て
い
る
。

問  

寄
附
者
と
の
共
感
と
い
う
こ
と
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
が
。

答  

寄
附
者
に
対
す
る
お
礼
を
差
し
あ
げ
て

い
る
。
そ
の
中
に
は
、
具
体
的
に
町
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
取
組

み
を
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
工
夫
は
で
き
る

余
地
は
あ
る
と
思
う
。
実
態
と
し
て
町
に
興

味
を
も
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
今
後
、
検
討

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問  

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
へ
の
考
え
は
。

答  

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
共
感

を
得
ら
れ
、
目
標
と
す
る
額
を
着
実
に
集
め

ら
れ
な
い
と
事
業
が
成
立
し
に
く
い
こ
と
か

ら
、
実
施
す
る
メ
ニ
ュ
ー
の
選
択
が
重
要
に

な
る
。
今
後
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
効
果

的
な
メ
ニ
ュ
ー
の
選
定
に
向
け
て
慎
重
に
考

え
て
い
く
。

問  

体
験
型
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
考
え
は
。

答  

現
在
、
体
験
型
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、

足
柄
焼
陶
芸
体
験
、
自
動
車
学
校
の
安
全
運

転
講
習
を
用
意
し
て
い
る
。
今
後
は
、
交

流
人
口
を
増
や
す
観
点
か
ら
魅
力
的
な
メ

ニ
ュ
ー
の
準
備
が
必
要
だ
と
捉
え
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
収
束
後
に
向
け
て
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に

努
め
て
い
く
。

佐々木　昇
　　　　議員

共
感
を
呼
ぶ
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
導
入
を

　

本
町
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
集
団
検

診
を
中
止
し
、
個
別
検
診
の
み
実
施
し
て
い

る
。
町
民
か
ら
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
を
恐
れ
、

検
診
は
躊
躇
す
る
声
も
あ
り
、
受
診
率
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
。
集
団
検
診
の
体
制
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
乳
が
ん
の
早
期

発
見
に
つ
い
て
は
、
自
身
の
指
の
腹
で
乳
腺

に
触
れ
、
腫
瘍
を
見
つ
け
る
自
己
触
診
が
重

要
で
あ
る
。

問  

集
団
検
診
の
今
後
は
。

答  

万
全
な
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て
、
完

全
予
約
制
で
、
で
き
る
限
り
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

問  

「
乳
が
ん
グ
ロ
ー
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
手

袋
を
は
め
て
自
己
触
診
を
行
う
と
、
見
つ
け

に
く
い
腫
瘍
の
発
見
に
有
効
と
さ
れ
、
導
入

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
本
町
で
も
乳
が

ん
グ
ロ
ー
ブ
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答  
乳
が
ん
は
、
自
己
検
診
に
よ
っ
て
自
分

で
発
見
で
き
る
唯
一
の
が
ん
で
あ
り
、
乳
が

ん
自
己
検
診
グ
ロ
ー
ブ
の
有
効
性
は
高
い
と

認
識
し
て
い
る
。
町
民
に
紹
介
し
た
い
と
考

え
る
。

問  

乳
が
ん
グ
ロ
ー
ブ
を
導
入
し
て
６
年
目

の
埼
玉
県
朝
霞
市
は
、
市
民
か
ら
、
「
乳
が

ん
グ
ロ
ー
ブ
を
貰
っ
て
、
自
己
検
診
の
癖
が

つ
き
ま
し
た
。
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
こ

の
事
業
は
本
当
に
良
か
っ
た
と
話
を
聞
い
た
。

本
町
は
、
自
己
触
診
方
法
の
啓
発
や
教
育
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
、
そ
の
対
象
者

分
を
購
入
し
、
支
給
す
る
こ
と
か
ら
進
め
る

べ
き
と
思
う
が
。

答  

自
己
触
診
の
方
法
は
、
母
親
ク
ラ
ブ
等

に
機
会
を
設
け
て
啓
発
し
て
い
る
。
町
で
一

部
購
入
し
、
毎
月
の
自
己
触
診
の
必
要
性
を

教
育
し
て
い
く
こ
と
を
、
ま
ず
は
考
え
て
い

き
た
い
。

問  

い
く
つ
か
紹
介
し
た
自
治
体
の
殆
ど
は
、

乳
が
ん
検
診
は
毎
年
行
っ
て
い
る
。
本
町
で

も
、
乳
が
ん
検
診
を
隔
年
か
ら
毎
年
に
す
る

考
え
は
。

答  

国
の
方
針
ど
お
り
隔
年
で
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

前田せつよ
　　　　議員

　

団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５

年
に
は
認
知
症
患
者
は
７
０
０
万
人
に
達
し
、

軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
を
含
め
る
と
65

歳
以
上
の
４
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ
段
階
で
早
期
発
見
、

早
期
対
応
出
来
れ
ば
症
状
の
進
行
を
改
善
、

遅
ら
せ
る
事
も
で
き
、
本
人
、
家
族
も
穏
や

か
に
暮
ら
せ
る
社
会
に
な
る
。

問 

本
町
で
は
今
後
、
高
齢
者
が
急
増
し

２
０
４
０
年
に
は
、
５
７
１
３
人
に
な
る
見

通
し
で
あ
る
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ
段
階
で
の
早
期
発
見
、

早
期
対
応
が
非
常
に
大
切
と
考
え
る
が
。

答  

出
来
る
だ
け
早
期
発
見
、
早
期
対
応
が

大
切
で
あ
る
。

問  

Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
認
知
啓
発
が
大
切
で
あ
り
積

極
的
な
広
報
活
動
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

70
歳
・
75
歳
の
方
に
実
施
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

65
歳
か
ら
実
施
し
た
ら
ど
う
か
。

答  

令
和
５
年
度
か
ら
65
歳
以
上
に
拡
大
す

る
。

問  

相
談
先
で
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
認
知
度
も
低
く
、
改
善
が
必
要
で
は
。

答  

ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。
各
家
庭
に

電
話
番
号
な
ど
を
マ
グ
ネ
ッ
ト
で
配
布
し
て

い
る
が
、
様
々
な
周
知
に
よ
り
、
認
知
度
を

上
げ
て
い
く
。

問  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
強
化
を
強

調
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
強
化
し
て
い

く
の
か
。

答  

ス
タ
ッ
フ
の
厚
み
、
施
策
の
方
法
等
で

効
率
的
に
強
化
し
て
い
く
。

問  

高
齢
者
の
利
便
性
を
考
え
れ
ば
、
将
来

的
に
担
当
課
の
近
く
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
便
利
で
は
な
い

か
。

答  

役
場
の
近
く
な
ら
歩
い
て
す
ぐ
行
け
る

の
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
が
可
能
に
な
る
。
場
所

の
選
定
等
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

問  

ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン
か
ら
発
展
し
、
国
も

設
置
を
推
進
す
る
認
知
症
カ
フ
ェ
が
必
要
で

は
。

答  

ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン
は
年
４
回
実
施
し
て

い
る
が
、
令
和
３
年
度
か
ら
ふ
れ
あ
い
金
曜

会
と
統
合
し
月
２
回
実
施
す
る
。
今
後
も
回

数
を
増
や
し
充
実
さ
せ
た
い
。

武井　正広
　　　　議員

軽
度
認
知
障
害
の
啓
発
や
対
応
を
含
め
た

認
知
症
予
防
・
対
策
の
強
化
を

が
ん
検
診
推
進
の
た
め
に
新
た
な
事
業
展
開
を

町政を問う

一般質問
※ 一般質問：議員が町の行政について質疑し、町側に答弁を求めるものです。

体験型事業が望まれる瀬戸屋敷

町政を問う

一般質問
※ 一般質問：議員が町の行政について質疑し、町側に答弁を求めるものです。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
陽
性
と

な
っ
た
無
症
状
・
軽
症
の
方
の
入
院
先
や
宿

泊
療
養
先
が
決
ま
ら
ず
自
宅
待
機
と
な
り
、

中
に
は
不
幸
な
事
例
も
発
生
し
て
い
る
。

　

地
域
医
療
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
県
立
足

柄
上
病
院
で
あ
っ
て
も
病
床
数
に
限
り
が
あ

り
受
け
入
れ
に
も
限
界
が
あ
る
。
宿
泊
療
養

施
設
の
確
保
を
県
に
要
望
す
る
な
ど
対
策
を

す
べ
き
で
あ
る
。

問  

近
隣
市
町
と
連
携
し
、
宿
泊
療
養
施
設

を
確
保
す
る
よ
う
県
へ
の
要
望
は
。

答  

感
染
予
防
の
観
点
及
び
隔
離
等
の
視
点

か
ら
施
設
選
定
を
し
、
指
定
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
施
設
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
県
西
地
域

も
含
め
て
検
討
し
た
が
、
適
合
す
る
施
設
が

な
か
っ
た
。

問  
一
人
暮
ら
し
の
感
染
者
は
、
生
活
用
品

の
確
保
が
難
し
く
な
り
各
自
治
体
が
支
援
す

る
こ
と
と
な
る
が
本
町
の
対
策
は
。

答  

陽
性
者
が
、
宿
泊
施
設
又
は
在
宅
で
の

療
養
と
な
っ
た
場
合
は
、
個
々
の
状
況
や
家
族

状
況
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
、
県
の
保
健
所

が
、
感
染
者
の
療
養
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
で
は
在
宅
療
養
者
で
食
事
が
用

意
で
き
な
い
方
へ
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
食
料
・

日
用
品
の
配
送
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
な
ど
も

行
っ
て
い
る
。

問  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
全
町
民
対
象
に
す
べ

き
で
あ
る
。
陽
性
で
あ
っ
て
も
無
症
状
の
人

を
発
見
し
予
防
措
置
を
と
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。
ま
た
、
民
間
で
安
価
な
値
段
で
も
で

き
る
別
の
検
査
方
法
も
あ
る
と
い
う
が
。

答  

町
と
し
て
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
度
合
い

に
応
じ
て
、
適
切
な
検
査
を
受
け
る
こ
と
は

感
染
予
防
の
観
点
か
ら
重
要
と
考
え
て
い
る

が
、
現
在
感
染
リ
ス
ク
が
な
い
方
も
含
め
た

検
査
を
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
乏
し
い
と
判

断
し
て
い
る
。
最
近
、
唾
液
等
で
簡
便
に
検

査
が
で
き
る
が
信
憑
性
が
低
い
と
の
国
の
文

書
、
通
知
が
あ
り
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。

湯川　洋治
　　　　議員

　

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
住
民
へ
の

周
知
啓
発
と
自
殺
対
策
を
支
え
る
人
材
の
育

成
、
児
童
生
徒
へ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
や｢

生
き
る
こ
と｣

に
関
す
る
教
育
な
ど
を
さ
ら

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
本
町
独
自
の
自
殺

対
策
計
画
の
策
定
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

問  

自
殺
防
止
対
策
は
特
別
な
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
な
く
、
通
年
で
着
実
な
啓
発
の
方
法

を
と
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答  

ス
ポ
ッ
ト
的
な
も
の
で
は
、
講
演
会
な

ど
を
開
催
し
て
い
る
。

　

県
の
相
談
事
業
や
電
話
相
談
・
若
者
を
中

心
と
し
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
な
ど
、
町
と
し
て

今
後
紹
介
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

問  

庁
舎
内
で
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講

座
の
受
講
者
数
の
目
標
値
を
決
め
て
取
り
組

む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
目
標
値
は
。

答  

70
％
以
上
の
職
員
を
、
令
和
７
年
ま
で

に
受
講
さ
せ
る
。

問  

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
習
を
受
講
す
る
こ

と
に
よ
り
庁
舎
全
体
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
の
質
も
向
上
す
る
。
ま
た
、
自
殺
防
止

対
策
は
福
祉
面
だ
け
で
は
な
く
庁
舎
内
を
横

断
的
に
関
わ
る
。

　

自
殺
防
止
対
策
は
全
庁
的
に
取
り
組
む
考

え
は
。

答  

全
く
そ
の
通
り
で
あ
る
。
職
員
研
修
は
、

総
務
課
で
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
き
ち
ん

と
や
っ
て
い
き
た
い
。

　

幅
広
く
人
の
話
を
き
ち
ん
と
聞
く
こ
と
は

と
て
も
大
事
で
あ
る
。

問  

２
０
２
０
年
に
自
殺
し
た
児
童
・
生
徒

の
数
が
前
年
比
で
４
割
増
え
た
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
る
。

　

学
校
の
教
職
員
が
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の

養
成
講
座
を
受
講
す
る
と
い
う
の
は
大
変
効

果
的
だ
と
思
う
が
、
今
後
の
取
組
み
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答  

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
教
職
員

も
と
い
う
提
案
は
、
大
変
よ
い
ア
イ
デ
ア
だ

と
思
う
。

　

現
在
既
に
教
育
相
談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
研
修
を
行
っ
て
お
り
、
約
２
～
３
割
の
教

職
員
は
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
相
当
を

担
っ
て
い
る
。

井上　三史　
　　　　議員

本
町
に
お
け
る
自
殺
防
止
対
策
を
問
う

　

こ
れ
ま
で
に
本
町
と
し
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
対
策
を
講
じ
て
き

て
は
い
る
も
の
の
、
「
学
校
は
大
丈
夫
だ
ろ

う
か
。
」
「
対
応
が
よ
く
見
え
な
い
の
で
生

活
が
不
安
で
あ
る
。
」
「
コ
ロ
ナ
に
関
す
る

町
か
ら
の
情
報
が
少
な
い
。
」
と
い
っ
た
声

を
聞
く
。

問  

園
児
・
児
童
・
生
徒
の
健
康
状
態
を
管

理
す
る
教
員
・
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
す
る

た
め
に
、
情
報
を
一
元
管
理
で
き
る
ソ
フ
ト

を
導
入
す
る
考
え
は
。

答  

現
段
階
で
新
た
な
も
の
を
導
入
す
る
考

え
は
な
い
。
今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
は
じ
め
、
様
々
な
社
会
状
況
に

照
ら
し
な
が
ら
、
本
町
の
教
育
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
の
手
段
や
方
法
が
選
択
で
き
る

よ
う
、
き
め
細
か
な
準
備
や
情
報
収
集
に
努

め
る
。

問  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
相
談

支
援
策
は
。

答  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
方

に
限
ら
ず
、
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
方
に
対

し
て
、
福
祉
介
護
課
に
配
属
さ
れ
た
社
会
福

祉
士
が
相
談
者
に
寄
り
添
い
、
相
談
内
容
を

丁
寧
に
聞
き
取
る
こ
と
で
、
町
社
協
や
県
小

田
原
保
健
福
祉
事
務
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
そ
の
方
の
状
況
に
あ
っ
た

よ
り
よ
い
支
援
の
方
法
を
導
き
出
し
て
い
る
。

問  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
に
向
け
た
町
民
へ
の
注
意
喚
起
及
び
協

力
要
請
の
呼
び
掛
け
を
強
化
す
る
考
え
は
。

答  

緊
急
事
態
宣
言
期
間
中
を
中
心
に
、
週

末
の
外
出
抑
制
を
促
す
た
め
、
毎
週
土
曜
日

の
午
前
10
時
に
防
災
行
政
無
線
放
送
を
実
施

し
た
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
＠
、
登
録
制
メ
ー
ル
等
で
も
配
信
を

し
、
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
の
協
力
要
請
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
、
広
報
か
い
せ
い
、
チ
ラ

シ
、
ポ
ス
タ
ー
を
使
っ
て
町
民
に
注
意
喚
起

を
図
っ
て
き
た
。

井上　慎司
　　　　議員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
町
民
の
不
安
に
少
し
で
も
答
え
る
た
め
に

　

町
民
の
命
と
健
康
を
守
り
、
本
町
の
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
者
の
発
生
を
抑
え
込
む
に
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
町
民
に
接
種
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

町
民
の
理
解
を
促
す
丁
寧
な
説
明
が
大
前
提

に
な
る
。

問  

円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
て
庁
内

体
制
の
構
築
が
必
須
と
考
え
る
が
。

答  

本
町
で
は
２
月
１
日
付
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

し
必
要
な
調
査
・
研
究
及
び
事
務
全
般
を
６

名
体
制
で
進
め
て
い
る
。
今
後
、
一
般
の
方

へ
の
接
種
が
進
む
に
つ
れ
体
制
を
強
化
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

問  

医
師
会
の
全
面
的
協
力
が
必
要
と
考
え

る
が
、
調
整
状
況
は
。

答  

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
地
域
医
師
会
の
協

力
な
く
し
て
は
困
難
で
あ
る
。
多
く
の
医
師

会
員
が
個
別
接
種
の
実
施
、
広
域
で
実
施
す

る
集
団
接
種
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
回
答
を

い
た
だ
い
た
。
地
域
の
身
近
な
医
療
機
関
で

の
個
別
接
種
を
中
心
と
す
る
一
方
、
５
町
共

同
に
よ
る
集
団
接
種
を
行
う
方
向
で
調
整
を

行
っ
た
。

問  

町
民
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
問

合
せ
に
対
応
す
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
て
は
。

答  

本
町
と
し
て
は
５
町
の
広
域
連
携
の
下
、

共
同
で
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
外
部
委
託
を
行

う
準
備
を
進
め
て
い
る
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

の
役
割
と
し
て
は
、
接
種
場
所
や
予
約
方
法

な
ど
の
問
合
せ
、
集
団
接
種
の
電
話
予
約
、

接
種
券
や
予
診
票
の
紛
失
対
応
な
ど
を
想
定

し
て
い
る
。

問  
残
念
な
が
ら
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
不
透
明
感
が
増
し
て
い

る
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
か
ら
接
種
を
始
め

る
と
い
う
が
、
も
っ
と
優
先
順
位
を
つ
け
な

く
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
今
後
な
る
の
か
。

答  

例
え
ば
、
体
力
が
非
常
に
弱
っ
て
い
る

高
齢
者
施
設
の
方
を
、
ま
ず
は
優
先
さ
せ
る

な
ど
５
町
で
議
論
し
な
が
ら
、
調
整
・
検
討

を
進
め
て
い
る
。

石田　史行
　　　　議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
か
か
る
諸
課
題
を
問
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
町
民
へ
の
支
援
は
万
全
か

町福祉
コミュニティプラン
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新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ
れ
、
小

学
校
は
令
和
２
年
度
か
ら
小
学
校
３
・
４
年

生
で
外
国
語
活
動
の
時
間
、
５
・
６
年
生
は

外
国
語
学
科
が
導
入
さ
れ
た
。
小
学
校
で
令

和
２
年
度
、
中
学
校
で
令
和
３
年
度
か
ら
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
教
育
が
新
た
に
必
修
化
と

な
っ
た
。
ま
た
、
新
た
に
配
備
さ
れ
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
研
修
も
教
員
へ
の
負
担
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。

問  

必
修
化
さ
れ
た
外
国
語
教
育
の
現
状
は
。

答  

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
外
国
語
科
と

し
て
、
小
学
校
５
・
６
年
生
に
年
間
70
時
間

の
授
業
、
小
学
３
・
４
年
生
に
は
年
間
35
時

間
の
外
国
語
活
動
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

問  

教
員
へ
の
支
援
体
制
は
。

答  

外
国
語
指
導
に
お
け
る
負
担
軽
減
と
し

て
、
令
和
元
年
度
か
ら
英
語
専
科
担
当
の
教

職
員
を
小
学
校
両
校
に
配
置
し
、
令
和
２
年

度
に
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
全
校
に
１
名
ず
つ
配
置

し
た
。
英
語
専
科
担
当
教
員
が
２
校
の
小
学

５
・
６
年
生
全
て
の
外
国
語
科
の
授
業
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
学
級
担
任
の
授
業
準
備
や

学
習
評
価
等
の
負
担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
て

い
る
。

問  

教
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
活
用
は
。

答  

神
奈
川
県
で
は
、
教
職
員
の
抱
え
る
事

務
作
業
等
を
補
助
す
る
「
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
」
や
授
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
学
習
指
導
員
」
等
の
配
置
が
さ
れ
、
町
内

外
の
大
学
生
等
を
中
心
に
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
教
職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
支

援
が
あ
る
。

問  

中
学
校
で
は
部
活
動
指
導
員
の
制
度
化

な
ど
に
よ
る
支
援
策
を
し
て
は
。

答  

中
学
校
の
部
活
動
指
導
員
の
制
度
化
は
、

昨
年
９
月
文
部
科
学
省
等
か
ら
、
学
校
と
地

域
が
協
働
・
融
合
し
た
部
活
動
の
具
体
的
な

実
現
方
策
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
示
し
た

「
学
校
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
部
活
動

改
革
」
が
示
さ
れ
、
合
理
的
で
効
率
的
な
部

活
動
の
推
進
な
ど
の
取
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た
。

星野　洋一
　　　　議員

　

昨
年
５
月
に
新
庁
舎
の
供
用
が
開
始
さ
れ
、

機
能
強
化
だ
け
で
な
く
北
部
地
域
と
南
部
地

域
の
交
流
の
結
節
点
、
ま
た
周
辺
地
域
を
含

め
た
地
域
連
携
の
中
核
拠
点
を
な
す
庁
舎
と

し
た
。
１
階
は
町
民
が
憩
え
る
よ
う
広
く
ス

ペ
ー
ス
を
取
り
、
入
口
は
、
お
も
て
な
し
の

温
か
い
雰
囲
気
を
演
出
し
て
い
た
。

問  

コ
ロ
ナ
禍
で
、
町
民
プ
ラ
ザ
の
利
用
を

制
限
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

四
季
折
々
の
鉢
植
え
の
花
や
観
葉
植
物
を
置

く
な
ど
、
明
る
い
雰
囲
気
に
し
て
は
。

答  

町
民
プ
ラ
ザ
は
、
誰
も
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整
備
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
が
収
束
し
た
暁
に
は
、
町
民
の
方
々
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
装
飾
を
し
て
い
き
た
い
。

問  

町
民
プ
ラ
ザ
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
音
楽
や
小

鳥
の
さ
え
ず
り
等
の
癒
し
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流
す

考
え
は
。

答  

庁
内
で
も
検
討
し
た
経
緯
は
あ
る
が
、

現
在
リ
バ
ウ
ン
ド
等
を
警
戒
し
た
中
で
は
、

慎
重
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問  

旧
庁
舎
の
解
体
工
事
が
無
事
に
完
了
し

た
折
に
は
、
新
庁
舎
の
開
庁
を
祝
い
、
旧
庁

舎
に
感
謝
す
る
町
民
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

考
え
は
。

答  

跡
地
整
備
工
事
が
完
了
し
、
コ
ロ
ナ
禍

が
あ
る
程
度
収
束
し
た
段
階
で
、
実
施
予
定

の
環
境
フ
ェ
ア
の
一
部
事
業
と
し
て
、
新
庁

舎
の
見
学
会
等
に
よ
り
新
庁
舎
を
祝
い
、
旧

庁
舎
に
感
謝
す
る
場
を
設
け
た
い
。

問  

町
民
の
ス
ト
レ
ス
解
消
の
一
環
と
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
を
活
用
し
た
、
密

に
な
ら
な
い
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し
て
は
。

答  

電
波
法
の
規
定
に
基
づ
き
「
防
災
・
防

犯
情
報
・
行
政
情
報
」
及
び
「
定
時
試
験
放

送
」
を
放
送
事
項
と
定
め
て
い
る
。

問  

運
動
不
足
を
解
消
し
、
健
康
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し
て
い

る
事
例
が
あ
る
。
生
き
た
利
用
が
で
き
る
よ

う
放
送
事
項
の
見
直
し
を
し
て
は
ど
う
か
。

答  

防
災
無
線
を
使
っ
て
ラ
ジ
オ
体
操
を
や

る
状
況
で
は
な
い
と
考
え
る
。

新
庁
舎
に
潤
い
を
、
旧
庁
舎
に
感
謝
す
る
町
民
イ
ベ
ン
ト
を

下山千津子
　　　　議員

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
既
に
１
年
以

上
が
経
過
し
、
長
期
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
で

生
活
の
困
窮
や
事
業
継
続
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
町
民
も
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
女
性
や
子
供
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
、

自
殺
者
も
急
増
し
て
い
る
と
い
う
新
聞
報
道

も
あ
る
。

問  

こ
う
し
た
厳
し
い
生
活
環
境
に
あ
る
町

民
や
町
内
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
実
態
把
握

と
救
済
の
た
め
の
独
自
の
支
援
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
町
の
考
え
を
問
う
。

答  

生
活
保
護
対
象
と
な
る
世
帯
の
増
加
数

が
、
例
年
に
比
較
す
る
と
多
く
な
っ
て
い
る
。

町
内
の
一
部
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
経
営
に
影

響
を
受
け
て
い
る
業
種
も
あ
る
も
の
の
、
県

の
協
力
金
に
よ
り
、
飲
食
店
営
業
又
は
喫
茶

店
営
業
者
で
は
状
況
は
持
ち
直
し
て
い
る
と

聴
い
て
お
り
、
全
体
的
に
は
落
ち
着
い
て
い

る
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

問  

12
月
定
例
会
で
「
感
染
拡
大
状
況
に

よ
っ
て
は
、
躊
躇
な
く
予
防
対
策
及
び
支
援

策
を
講
じ
る
。
さ
ら
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
に
つ
い
て
は
、
予
算
も
伴
う
の
で
、
慎
重

に
考
え
て
い
く
。
」
と
い
う
答
弁
が
さ
れ
て

い
る
。
本
町
の
独
自
の
具
体
的
対
策
や
支
援

策
に
つ
い
て
、
町
の
対
応
は
。

答  

き
ち
ん
と
ほ
か
の
場
所
に
負
け
な
い
よ

う
に
、
規
模
の
内
容
を
今
、
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
３
月
中
に
は
補
正
と
し
て

出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問  
具
体
的
な
内
容
は
。

答  
３
月
中
に
令
和
３
年
度
の
第
１
号
補
正

と
し
て
、
議
会
へ
示
す
と
い
う
予
定
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
待
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

問  

こ
の
質
問
の
通
告
は
、
２
月
の
初
め
に

し
て
い
る
。
そ
の
間
で
何
も
検
討
し
な
か
っ

た
の
か
。
町
が
支
援
策
を
実
施
す
る
か
ど
う

か
の
私
の
質
問
に
対
し
て
、
間
違
い
な
く
３

月
中
に
実
施
す
る
方
向
で
い
る
と
い
う
こ
と

で
良
い
の
か
。

答  

間
違
い
な
く
実
施
す
る
。

山本　研一
　　　　議員

多
忙
化
す
る
教
諭
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
し
て
は

１
月
随
時
会
議

〇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
好
調
で
あ

る
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て

増
額
補
正
を
行
う
と
と
も
に
、
返
礼

品
の
発
送
等
に
係
る
業
務
委
託
料
の

増
額
補
正
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修

費
等
と
し
て
町
村
情
報
シ
ス
テ
ム
共

同
事
務
組
合
負
担
金
の
増
額
補
正
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
費
と
し
て
、
会
計
年
度
任

用
職
員
報
酬
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託

料
等
の
増
額
補
正
を
行
っ
た
。

○
補
正
総
額
は
歳
入
歳
出
と
も
に

１
億
１
，
８
５
３
万
５
千
円
増

　
〈
全
員
賛
成
〉

３
月
随
時
会
議

〇
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
感
に
よ
る
消
費

の
停
滞
に
対
応
す
る
た
め
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
費
等

○
補
正
総
額
は
歳
入
歳
出
と
も
に

９
，
７
６
７
万
９
千
円
増

　
〈
全
員
賛
成
〉

提出 議決日 議　案　名 審議
結果

下
山
千
津
子

佐
々
木
昇

武
井
正
広

湯
川
洋
治

茅
沼
隆
文

星
野
洋
一

井
上
三
史

山
本
研
一

石
田
史
行

井
上
慎
司

前
田
せ
つ
よ

町長

１/22
令和２年度開成町一般会計補正予算（第７号）について
（ふるさと納税関係費、電算システム管理費、新型コロナウイ
ルスワクチン接種事業費を計上）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３/30

開成町介護保険条例の一部を改正する条例を制定することについて
（新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した介護保険
の第一号被保険者に係る保険料の減免措置の継続に伴う一部改正）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度開成町一般会計補正予算（第１号）について
（公共交通対策関係費、子育て支援事業費、新型コロナウイルスワク
チン接種事業費、プレミアム付商品券事業費、校務用パソコン管理
費、図書室運営事業費を計上）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年開成町議会　１月・３月随時会議議案審議結果

※吉田敏郎議長は採決に加わらない。　○は賛成した者　●は賛成しなかった者　「除」は除斥　「欠」は欠席

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
の
町
民
並
び
に
町
内
事
業
者
へ
の

支
援
策
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
問
う

跡地整備工事が進む新庁舎前

　　令和３年５月　№ 20513 1213 № 205　令和３年５月　



議会の動き
２月

３月

４月

18日　●全員協議会
24日　●議会運営委員会

４日　●３月定例会議（～12日）
10日　●議会運営委員会
12日　●議会運営委員会

16日　●議会ICT化に関する検討委員会
　　　●新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
18日　●全員協議会
　　　●広聴分科会
　　　●総務経済常任委員会
22日　●議会報告会（意見交換会）
24日　●足柄西部清掃組合議会定例会
26日　●足柄上衛生組合議会定例会
30日　●広報広聴常任委員会
　　　●議会運営委員会
　　　●３月随時会議
　　　●新型コロナウイルス感染症対策特別委員会

８日　●広報分科会
12日　●議会運営委員会
20日　●全員協議会
28日　●議会運営委員会

総務経済常任委員会所管事務調査報告書（抜粋）

１．調査の目的
　町と各自治会の防災備品状況の把握、コロナ
禍における災害時避難体制の現状把握を行い、
併せて議会として感染症対策等への支援体制を
確立するため、開成町議会災害対策規程等の見
直しを行う。
２．現状把握
　町の所管課から説明聴取を行い、町内の防災倉
庫等の現地視察を実施するとともに、議会報告会
（意見交換会）の意見として出された災害時の
避難対策「車中泊」の必要性について確認した。

３．検討のまとめ
〇災害時の備蓄品、非常食糧等の備蓄目標数を

早急に確保すべきである。
○災害時の避難対策として「車中泊」のできる

公園や広域避難所等の検討が必要である。
○コロナ禍での災害時避難体制を記した「命を

守る行動を！災害時の避難場所における新型
コロナウイルス感染症への対応について」の
周知が必要である。

〇議会災害対策規程等の見直しにより議会とし
て感染症拡大防止への支援を検討していく。

令和３年３月随時会議において、
次のとおり報告を行いました。

地域防災のあり方について

●新たに建設された松ノ木河原防災倉庫をは
じめ、町内には多数の防災倉庫が設置され
ているが、災害時には役場職員の誰もがい
つでも必要な備蓄品を取り出すことができ
るシステムの構築や研修を実施されたい。

●各地区の町防災倉庫に配備されている危険
物や点検を要する備品は、松ノ木河原防災
倉庫に集約した上で、地域防災倉庫とのす
みわけをし、役割を確立されたい。

～町への提言～

委 員 長　湯川　洋治　　　委　員　下山千津子　　前田せつよ

副委員長　佐々木　昇　　　　　　　茅沼　隆文　　　　　　　

～６月定例会議～

6月18日（金）から　開会予定

●公助だけでは限界があることから、自助・
共助の取組み「自分の身は自分で守る」こ
となど町民へ広く周知されたい。

【お知らせ】
　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から
傍聴席の数を制限させていただきます。また、ご
来庁前にご自宅で検温していただき、体調の悪い
方は傍聴をご遠慮ください。

教育民生常任委員会所管事務調査報告書(抜粋）

１．調査の目的
　文命中学校校舎は、昭和52年の竣工時から
40年以上が経過し、施設の老朽化が著しい。
　計画的な保全・改修によって「長寿命化」を
図りつつ、生徒の成長を支える場にふさわしい
環境づくりが求められている。
　文命中学校の教育環境の充実について、町民
の関心が非常に高いため、予定されている大規
模改修工事の内容や方向性を中心に調査研究を
行うこととした。
２．調査の内容
　文命中学校の大規模改修工事について、所管
課からの説明聴取及び文命中学校老朽化の現状
を適切に把握するため現地視察を行った。

３．検討結果のまとめ
○開成町唯一の中学校であり、今回の改修で教

育環境を充実させ、子どもたちに喜ばれる学
校を目指すべきである。

○体育館については、トイレや屋根の防音、網
戸の設置など広域避難所としての機能を有す
るか疑問である。

○予定されていた工事費の概算が大きく上乗せ
され、工期の短縮の方向性が示されたことは
評価するが、老朽化対策を主とする大規模改
修工事だけでなく、先送りされてきた一般修
繕も別途確実に対応すべきである。

令和３年１月随時会議において、
次のとおり報告を行いました。

文命中学校の教育環境の充実について

●コロナ禍において本町も財政が今後厳しくなることが予想され
るが、文命中学校の教育環境の充実に関する予算については、
最大限の配慮を強く要望する。

●老朽化対策の改修工事だけでなく、学校側からの要望に基づく
一般修繕に関わるものについても今回の改修工事で可能な限り
対応されたい。

●災害時の広域避難所となる文命中学校の体育館に関わる整備に
ついては、今回の大規模改修とは別途目的を明確にし、整備計
画等を策定することを検討されたい。

～町への提言～

委 員 長　石田　史行　　　委　員　武井　正広　　井上　三史

副委員長　星野　洋一　　　　　　　山本　研一　　井上　慎司

議会ICT化に関する検討委員会
　今年度から議会の映像配信が始まります。
委員会では映像配信に関する規程を協議し
ました。４～５月に随時会議が開催された
場合は録画配信を行い、６月定例会議から
録画配信に加えてライブ配信もいたします。
コロナ禍で議会への傍聴を控えているとい
う方にもいつでもどこでも議会を観ること
ができるようになります。

委員長　前田せつよ

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
　３月16日に開催された委員会では、町独自の支援策を
調査いたしました（内容は３月定例会議にて補正予算で
計上）。３月30日に開催された委員会では、新型コロナ
ウイルスワクチン接種体制の現状について、担当部長と
課長から説明聴取を行いました。
　ワクチン接種の情報及び状況は日々変化しているので、
町は積極的に情報の収集を行い、町民の不安を払拭する
ために必要な情報を発信するよう委員会で討議し結論付
けました。　　　　　　　　　　　委員長　前田せつよ

議会報告会（意見交換会）　　～あしがらの歴史再発見クラブ～
　開成町議会では開かれた議会を目指した取組みとして「各種団体との意見交換
会」を実施しており、令和３年３月22日に、あしがらの歴史再発見クラブ（以下
「ARC」という。）と意見交換会を行いました。
　冒頭、2006年創設当初から現在に至るまでのARCの様々な活動報告があり、そ
の後の懇談では、瀬戸屋敷の歴史遺産としての文化的意義や残された資料（古文
書）を保存することの重要性などの話題がでました。

防災倉庫の現地視察

文命中学校の現地視察

意見交換会の風景

　　令和３年５月　№ 20515 1415 № 205　令和３年５月　



広　告

各種団体の皆さん
議会と意見交換会をしませんか！

議会と意見交換会を希望
される団体を随時募集し
ております！

　開成町議会では、議会に対する要望の集約や議会活動の充実とご理解を図
るため、町内の各種団体の皆様との意見交換会を開催しています。この意見
交換会は随時受け付けています。開催日程、場所、意見交換のテーマなどご
相談させていただきますので、お気軽に議会事務局までご連絡ください。

開成町議会発行  編集／広報広聴常任委員会（広報分科会）  〒258-8502　神奈川県足柄上郡開成町延沢773
TEL. 0465（84）0323  FAX. 0465（20）5272　メールアドレス gikaijimu@town.kaisei.kanagawa.jp

広　告

　
編
集
後
記

　

表
紙
の
写
真
は
瀬
戸
屋
敷
に

お
目
見
え
し
た
庭
園
で
す
。
竹

林
も
さ
っ
ぱ
り
し
て
遊
歩
道
が

明
る
く
な
り
ま
し
た
。
休
日
を

過
ご
す
家
族
、
コ
ス
プ
レ
の
写

真
会
を
行
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

町
民
に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ

よ
り
を
目
指
し
て
裏
表
紙
に
人

物
紹
介
を
試
行
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
編
集
会
議
を

短
く
す
る
工
夫
を
し
て
広
報
分

科
会
の
メ
ン
バ
ー
一
同
、
で
き

る
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

２
年
間
を
振
り
返
り
編
集
後

記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
井
上
三
史
）

　開成町議会では、町民サービスの向上と民間企業等
との協働による地域の活性化を目指すことを目的に、
議会だよりに掲載する有料広告を募集しています。

　有料広告に関する掲載基準や申込書などは、議会
ホームページに掲載しています。
（１枠につき１回5,000円※減免規定あり）

議会だよりに掲載する広告を募集しています！

開成町議会発行 編集／広報広聴常任委員会（広報分科会）
委 員 長　井上　三史　　　　委　員　佐々木　昇　　　　星野　洋一
副委員長　山本　研一　　　　　　　　武井　正広　　　　井上　慎司

　

35
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

少
年
野
球
「
開
成
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
」
等
で
指
導
に
あ
た
り
、

「
継
続
は
力
な
り
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
現
在
も
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
指
導
を
続
け
て
い

ま
す
。

平
井
さ
ん
よ
り

「
幅
広
い
世
代
に
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
た
い
。
」

平
井　

正
男
さ
ん
（
岡
野
在
住
）

人
物
紹
介

（公財）小田原市体育協会から
市民スポーツ表彰を受賞　　

コスプレの写真会

休日を過ごす家族


